
大
災
害

 

の記録

 

と記憶

一
九
二
三
年
に
発
生
し
た
関
東
地
震

は
、
大
火
、
虐
殺
事
件
を
と
も
な
っ

て
死
者
一
〇
万
人
超
と
い
う
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
。
一
〇
〇
年
が

た
っ
た
現
在
、
東
日
本
大
震
災
を

は
じ
め
と
す
る
二
一
世
紀
の
災
害
か

ら
の
復
興
が
継
続
す
る
な
か
、
さ
ら

な
る
巨
大
地
震
の
到
来
が
予
測
さ

れ
、
気
候
変
動
に
よ
り
激
甚
化
す

る
豪
雨
災
害
、
コ
ロ
ナ
禍
や
国
際
情

勢
の
変
化
な
ど
、
身
近
な
場
所
か

ら
世
界
各
地
に
い
た
る
ま
で
我
々
は

危
機
を
断
続
的
に
経
験
し
て
い
る
。

い
ま
過
去
の
災
害
を
見
な
お
す
こ
と

は
、
都
市
史
研
究
に
ど
の
よ
う
な

問
題
提
起
と
な
る
だ
ろ
う
か
?

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、災
害
の
後

に
お
こ
な
わ
れ
た
多
種
多
様
な
記
録

の
作
成
と
、
有
形
・
無
形
の
伝
承

に
よ
る
都
市
の
記
憶
の
蓄
積
に
注

目
し
た
い
。
そ
こ
に
は
当
時
の
組
織
、

都
市
社
会
、
政
治
体
制
、
国
際
関

係
等
の
特
質
が
表
現
さ
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
主
体
に
よ
る
災
害
後
の
都

市
、
地
域
に
む
け
た
思
想
が
込
め
ら

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た

営
み
を
あ
ら
た
め
て
史
資
料
か
ら
見

直
す
こ
と
で
、
災
害
か
ら
み
る
都
市

史
の
可
能
性
を
模
索
し
た
い
。
こ
の

作
業
は
ひ
る
が
え
っ
て
、
東
日
本
大

震
災
の
後
に
大
き
な
潮
流
と
な
っ
た

災
害
史
研
究
を
受
け
継
ぎ
、
危
機

の
な
か
に
あ
る
わ
れ
わ
れ
自
身
の

「
災
後
」
を
展
望
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
は
ず
で
あ
る
。

16日土 14：00―17：30
都市史学会総会（会員限定）
研究発表 司会＝小島見和（福山市立大学） ※終了後、懇親会を開催予定です。

17日日 9：30―17：30
基調講演＝関東大震災時の東京における消防活動の記録と記憶｜鈴木 淳（東京大学／日本近代史）

司会＝勝田俊輔（東京大学／西洋史）
展示史料の紹介｜勝田俊輔
シンポジウム 大災害の記録と記憶

司会＝中尾俊介（東京大学／建築史・都市史）
趣旨説明＝加藤耕一（東京大学／西洋建築史）
原発と津波―復興はどう記憶されていくのか｜羽藤英二（東京大学／都市工学）
近世都市鳥取における水害記録作成と「活用」｜岩淵令治（学習院女子大学／日本近世史）
関東大震災下の東大医学部｜赤川 学（東京大学／社会学）
体験記から描く関東大震災―横浜市民の個人記録を中心に｜吉田律人（横浜都市発展記念館／日本近現代史）
東アジアからみた関東大震災｜武藤秀太郎（新潟大学／社会思想史・東アジア近代史）
コメント＝頴原澄子（千葉大学／西洋建築史・近代建築史） ※コメント後、全体ディスカッションを行います。

主催＝都市史学会 共催＝東京大学次世代都市国際連携研究機構 東京大学ヒューマニティーズセンター
参加費（両日共通、オンラインにて事前支払）＝会員2,000円／非会員3,000円／学生・オンライン1,000円
申し込み＝都市史学会ウェブサイトより https://suth.jp/event/convention2023/   お問い合わせ＝2023年度都市史学会大会実行委員会 convention2023@suth.jp

2023年12月16日土＋17日日 東京大学工学部1号館15号講義室＋Zoomミーティング

都市史学会大会２０２３ 東京

農学部正門 正門 赤門

三四郎池
龍岡門

弥生門

至 根津

安田講堂

本郷通り

春
日
通
り

言
問
通
り

●

本
郷
三
丁
目
駅

東
大
前
駅 

1号館

東京大学工学部1号館
東京メトロ南北線東大前駅より徒歩5分、
千代田線根津駅より徒歩10分、丸ノ内線・
都営大江戸線本郷三丁目駅より徒歩15分


